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学校給食で水溶性おから使用がもたらす子どもの食事改善の効果
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ABSTRACT

Fiber intake has decreased with decreasing intakes of cereals and vegetables in 
Japan. Eff ects of fi ber on life-style related diseases such as cardio-vascular disease, 
diabetes mellitus, abnormal blood lipid concentration and obesity are known. For 
Japanese adult male and female, more than 19 and 17 g/day are recommended 
respectively, however, recent national nutrition survey shows the intake is only 
16 and 14 g, respectively. According to the report of dietary survey of children 
by Japan Sport Council, intake of fiber was 12.3 g and 14.0 g in 3rd grade of 
elementary school and second grade in junior high school student, respectively 
on the days when school lunch was given. Recommended fi ber intake by School 
Lunch Dietary Reference intake was 5 g for 3rd and 4th elementary school student 
and 6.5 g for Junior high school student, which did not meet the recommendation. 
To improve the problem, we tried to use Soluble OKARA Fiber (SOF) developed 
by Fuji Oil Company fi rst in the world for making new menus together with taste 
evaluation by children. We found that SOF is effective to improve the taste of 
foods without extra works for cook. Furthermore, It helps to increase soybean and 
vegetables which are rich in fi ber. In Study 1, we studied the eff ects of SOF on the 
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日本人の現在の食生活の問題点の一つとして，穀類
や野菜類などの摂取量の減少に伴う食物繊維の摂取不
足が指摘されている．食物繊維摂取量と心筋梗塞，糖
尿病，脂質異常症，肥満などの生活習慣病の発症との
関連性についての研究報告は多くあり，食物繊維はこ
れらの病気の予防に役立つと考えられている．
厚生労働省が示す日本人の食事摂取基準（2010年
版）では，その目標量は，18 ～ 70歳以上の男性で19 
g/日以上，女性で17 g/日以上としているが1），平成24
年国民健康・栄養調査結果では，男性は15.1 g/日女性
は14.8 g/日と低く，目標量を満たすことができていな
い2）．
平成22年度に（独）日本スポーツ振興センターが
調査した「児童生徒の食事状況調査報告」では，給
食のある平日の食物繊維量の中央値は，小学校3年生
12.3 g/日，中学校2年生14.0 g/日であった3）．
文部科学省の示す学校給食摂取基準は，食物繊維を
小学校（中学年）5 g/食，中学生6.5 g/食としている
が，「学校給食栄養報告」によると平成24年度は小学
生4.7 g/食，中学生5.9 g/食であり，ここ数年横ばいの
状態となっており，学校給食でもその基準を満すこと
ができていない4）．
そこで我々は，学校給食における食物繊維摂取量
を増加させるために，平成22年度から，不二製油が
世界に先駆けて開発した水溶性おから繊維（Soluble 
OKARA Fiber：以後SOF）を素材として使用した料
理開発や調理方法の検討，児童生徒の食味調査などの
研究に取り組んできた．その結果，SOFを使用するこ
とで，作業性を損なうことなく料理を美味しく嗜好性
を増すことができた．さらに，SOFを加えた給食を提
供し喫食することにより，SOF自体からの食物繊維量
による食物繊維摂取量の増加とともに食物繊維含量の
高い豆類や根菜類の摂取をも増加させることにより基
準量を確保することができるようになった．
今回の研究では，学校給食でのSOFを使用した給食
の長期的摂取がもたらす子どもの食事改善の効果を明
らかにすることを目的とし，SOFを使用している学校
のSOF添加料理数の変化を明らかにし，また，学校給
食でのSOFの継続使用が児童の食生活や健康状態に及

ぼす効果や，ひいては家庭での保護者の食意識への影
響について検討を行った．

方 法

1） SOF使用の給食提供実施校におけるSOF添加料理
数の変化
SOFを3年間継続して使用している単独校1校およ

び共同調理場1場において，SOF使用当初（H.22.11 ～
H.23.10）と3年目（H.24.11 ～ H.25.10）のSOF使用料
理数とSOF年間使用量，使用方法について調査した．

2）SOFの継続使用が及ぼす波及効果
SOFを継続使用している滋賀県A小学校5年生

（n=49）（SOF摂取群）と，SOFを使用していない静
岡県B小学校6年生（n=62）（SOF非摂取群）を対象に，
10月～ 11月の不連続の3日間（休日を1日含む）の家
庭の食事調査（慨量法）および保護者対象に意識調査
を行った．
また，児童には排便に関するアンケートおよび腸内

細菌検査を行った．腸内細菌検査については，平成24
年にSOF摂取群として小学校1校，SOF非摂取群とし
て中学校1校合わせて82名，平成25年にSOF摂取群と
して小学校1校，SOF非摂取群として小学校1校合わせ
て189名を対象に，便の採取を行い腸内細菌の検査を
行った．SOF摂取群については，食物繊維たっぷり月
間（11月）の前後で便を採取して行った．また，SOF
非摂取群については，給食にSOFを使用する前と使用
開始1か月後に行った．解析は腸内細菌由来のDNAを
用いた解析であり，検査および解析については理化学
研究所に依頼した．

結 果

1）給食メニューへのSOF使用の効果
SOFを揚げ物の衣に混ぜることにより，揚げ物はよ

り軽い食感で揚げることができ（Photograph a），ま
たグラタン等のソースに混ぜるとグラタンに入ってい
る食材がそこに沈みこむことなく焼き上げることが可

improvement of dietary pattern. In Study 2, the eff ects of continuous use of SOF on 
the health of children and also the attitude of gurdians. Soy Protein Research, Japan 
17, 1-7, 2014.
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能になり，より見た目にもよい料理に仕上げることが
できることが明らかになった（Photograph b）．
また，SOFとマヨネーズを混ぜ合わせるとポロポロ
になり食材をまとめることが困難であったが，ベーキ
ングマヨネーズ（焼き物専用マヨネーズ）では，通常
のマヨネーズに増粘剤（増粘多糖類，加工でんぷん等）
が含まれており，SOFと混ぜ合わせることが可能であ
り，使用する料理の種類を増加させることができた

（Photograph c）．さらに，カレーやシチューのように
ルーを作る時にSOFを加えるとバターの使用量を減ら
すことが可能になりエネルギーが抑えられることや，
チョコタッフィのようにSOFを使用することで調理作
業を軽減することが可能になったことから，1食分の
献立の中にSOFを使った料理を複数とり入れることが
可能になった（Photograph d）．

Photograph a. Fried vegetable with tea leaves. Photograph b. Egg gratin

Photograph c. Grilled sermon with mayonnaise. Photograph d. An example of school lunch.

2）SOF使用給食実施校におけるSOF使用数の変化
SOF使用当初（H.22.11 ～ H.23.10）と3年目（H.24.11
～ H.25.10）を比較すると，SOFを使用した年間料理
数は，揚物で15%，焼物で9.4%，汁物で3.8%，煮物で4.7%
増加していた（Fig. 1）．

3）SOF年間使用量の変化
SOF使用当初（H.22.11 ～ H.23.10）は，一人当り年
間SOFの使用量は140.9 gであったが，3年目（H.24.11
～ H.25.10）には217.1 gとなり，年間SOFの使用量は
54.1%増加していた（Fig. 2）．

4）家庭における食事調査
①平日の平均食物繊維摂取量は，SOF摂取群は19.2

±4.0 g，SOF非摂取群は13.8±4.5 gであり，休日の食
物繊維摂取量は，SOF摂取群は14.4±5.1 g，SOF非摂
取群は11.3±4.3 gとなっており，平日，休日ともに食
物繊維摂取量はSOF摂取群の方が有意に多かった（そ
れぞれp<0.001，p<0.01）（Fig. 3）．
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Fig. 1. Changes in menu in 2012 to 2014: A) Fried foods, B) Grilled foods, C) Soups and D) Simmered foods.

A) Fried foods. B) Grilled foods.

C) Soups. D) Simmered foods.
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Fig. 2. The change of the amounts of SOF used in 
2012 and 2014.
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②給食からの食物繊維摂取量の影響を受けない休日
においても，食物繊維摂取量はSOF摂取群の方が有意
に多かった．SOF摂取群とSOF非摂取群の休日の食品
群別摂取量を比較すると，緑黄色野菜（p<0.05），そ
の他の野菜（p<0.05），きのこ類（p<0.05），果物類
（p<0.01）はSOF摂取群の方が有意に多かった（Fig. 4）．

5）保護者の意識調査結果
意識調査の回収率はSOF摂取群81.3%，SOF非摂取
群62.9%，有効回答数は両群ともに39人であった．

最近，家庭の食生活において食品の摂り方が大き
く増加，やや増加した食品群は，SOF摂取群では野
菜類が61.5%で一番多く，次いで穀類，きのこ類，豆
類が48.7%，46.1%，43.6%であった．SOF非摂取群で
は，穀類が28.2%で一番多く，次いで野菜類が20.5％
であった（Fig. 5）．SOF摂取群と非摂取群を比較する
と，SOF摂取群の方が野菜および豆類の増加が有意に
多かった（p=0.003，p=0.012）．

また，学校から配布する資料を家庭の食事作りの参

Fig. 4. Intakes of geen and yellow vegetable, other vegetables, mushrooms and fruits on weekend.
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データの整理中である．

考 察

学校給食での効果的な食物繊維量の増加が家庭の食
事に及ぼす影響を検証した研究である．
学校給食でのSOFの使用は，料理は美味しく嗜好性

が増すとともに作業性には支障はなく，さらに，SOF
自体の食物繊維量のみならず，食物繊維含量の高い豆
類や根菜類の摂取をも増加させ基準量の確保が可能と
なった．このことは，SOFの「接着性」「粘性」「吸水性」
などの特性を理解し，調理員が使い慣れてきたことか
ら，揚物，焼物，煮物，汁物など調理方法の幅が広が
り，さらには使用する食材の種類も増加したことが食
物繊維摂取量増加につながったものと考えられる．
また，家庭には，学校における食物繊維摂取量を増

加させる取り組みを給食便りや試食会の開催などを通
じて啓発してきた．その結果，継続的にSOFを提供し
ている学校と提供していない学校の休日の食事摂取状
況を調査すると，継続的な摂取の取り組みを行ってい
る学校の家庭の方が有意に食物繊維摂取量が多いこと
が明らかとなった．このことは，家庭での野菜摂取量
が増えていると感じている保護者が，SOFを使用して
いる学校の保護者において有意に多いことから，学校
給食でのSOF使用を含む食物繊維摂取の取り組みが理
解され家庭での野菜，豆，穀類等の摂取量の増加につ
ながったものと考えられる．
さらに，子どもたちの便通の改善が見られ始めたが，

これはSOFがもつ特性により，子どもたちが苦手とす
る野菜などの摂取量が増え，食物繊維摂取量が高まっ
たことが要因であると考えられる．子どもたちの体調
の改善は，保護者にも感じることができるものであり，
家庭でも野菜類を食べる強い動機になったものと考え
られる．

結 語

SOFの継続使用は，学校給食においては茹で物を除
くほとんどの料理の味や調理の改善に有効であるこ
と，家庭においては食物繊維を多く含む食品の摂取量
増加につながることが明らかになった．

考にしている，時々参考にしていると答えた保護者の
割合は，SOF摂取群が53.3%，SOF非摂取群が34.4%で
SOF摂取群の方が多かった．SOF摂取群，SOF非摂取
群ともに半数以上の保護者が参考にしている資料は，
献立表，給食だよりであった．SOF摂取群では，約7
割の保護者が，学校給食レシピ集を参考にしていた
（Fig. 6）．

6） 児童の排便に関するアンケートおよび腸内細菌検
査結果
排便に関するアンケート結果では，毎日排便すると
答えた児童はSOF摂取群の方がSOF非摂取群に比べ有
意に多かった（p<0.05）（Fig. 7）．
また，毎日排便する児童の方が，便の性状はふつう
と答えており，便の状態がよかった（p<0.01）．
さらに平日において，毎日排便がある児童の方が，
1,000 kcal当たりにおける食物繊維摂取量を多く摂取
する傾向が見られた（p＝0.058）．
SOFを継続使用しているA小学校児童（90サンプル）
の腸内細菌検査については，腸内細菌パターンの類似
性による解析により得られた45遺伝子パターンにクラ
スター解析を行い，8クラスターに分類することがで
きた．なお，腸内細菌叢の解析は完了しており，現在
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文　　　　献

要　　　　約

学校給食の食物繊維摂取量を満たすことは，小・中学校とも困難な現状であり，献立作成者であ
る栄養教諭等は配慮を要する栄養素として食物繊維を挙げている．本研究は，素材としての水溶性
おから繊維（Soluble OKARA Fiber 以後SOF）の料理への使用展開を図り，児童生徒の食物繊維
量摂取の増加を図るための給食の取り組み方を検討する．また，SOFを使用した料理摂取を通じて，
児童生徒の健康保持と家庭での食物繊維摂取への波及効果について明らかにすることを目的とす
る．




